
平成２７年度 学校教育の重点
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平成２７年度

・中央教育審議会

教育課程企画

特別部会

・特別な教科「道徳」

先行実施

・新教育委員会制度

・琳派４００年

・子ども子育て支援

新制度

平成２８年度

・学習指導要領告示
（小中）

・小中一貫校制度化

・障害者差別解消法

施行

・新工業高校開校

・京プラン（後半５年）

平成２９年度

・学習指導要領告示

（高校・支援）

平成３０年度

・ＰＩＳＡ調査（予定）

・特別な教科「道徳」
完全実施

・グローバル英語先
行実施

平成３１年度

・東京オリンピック，
パラリンピック前年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

■学習指導要領全面改訂
「育成すべき資質・能力※」を軸に教科横断型で改訂か。
※国研「２１世紀型能力」，OECD「キーコンピテンシー」等を踏まえ議論

↓
「実践力」の育成が重視される方向

↓
社会に貢献する力が重視されてくるなか，
自律・協働・創造に向けた「主体性・社会性」を育む学校教育が求められる

■今後５年間の動向

学校教育と社会の繋がりを重視

子どもの主体性・社会性の育成

よりよい市民・国民に
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■ H27年度 学校教育の重点

■京都市の学校教育
・ 目指す子ども像

「伝統と文化を受け継ぎ，次代と自らの未来を切り拓く子ども」
・ 目指す教職員像

「教育者としての責任を自覚し，確かなビジョンと力量を持つ教職員」
・ 目指す学校像

「市民ぐるみ・地域ぐるみの教育の核となる学校」

■学校教育の基本指針
～確かな学力・豊かな心・健やかな体の調和のとれた育成～

■学校運営の着眼点
① 子どもの命を守りきる
② 学ぶ意欲にあふれ規律ある学校風土を創る
③ 社会の変化を見据え，子どものキャリア発達を支援する
④ 学校の組織力を強化する
⑤ 教育者としての自覚と専門性を高める
⑥ 小中一貫教育など校種間連携を推進する
⑦ 保護者・地域との連携を推進する
⑧ 子どもや家庭に対する総合的・継続的支援を行う
⑨ 学校評価を活用して，教育活動の改善を図る

■平成２７年度重点項目
子どもの主体性と社会性の育成に向けた「言語活動」と「協働活動」
・ つけたい力を明確にした「言語活動」
・ 自律性と責任感の育成を目指した「協働活動」

3



学校教育の基本方針⇒「生きる力」の育成

①確かな学力育成の視点
②基礎・基本の習得と活用
③問題解決的な学習・探究活動
④言語活動
⑤グローバル化時代における
実践的な英語力
⑥理数教育
⑦支援の必要な子どもの学力向上

①道徳教育の充実
②豊かな感性・情操を育む教育
の充実
③規範意識の育成
④支えあい高め合う集団づくりの
推進と絆づくり

①運動やスポーツの実践と
体力向上
②保健教育の充実
③食に関する指導推進
④安全教育の充実
⑤防災教育・防災管理

確かな学力

健やかな体豊かな心

全国学力・学習状況調査をはじめとした様々なデータも踏ま
え，ＰＤＣＡサイクルで取組の充実を図る。
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１ 子ども
の命を守り
きる

２ 学ぶ意欲・
規律ある学校
風土

３ 子どもの
キャリア発達を

支援

４ 学校の組織
力を強化

５ 教育者とし
ての自覚と専
門性

６ 小中一貫教
育など校種間
連携

７ 保護者・地
域との連携

８ 子どもや家
庭への総合的・
継続的支援

９ 学校評価と
教育活動改善

学校運営の着眼点⇒自校・園の強みをつくる９の視点
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重点項目の設定⇒全市立学校・園の力を結集して子どもを育む

【現状】
■ 各校の重点取組は着実に進み，言語活動を通して思考力，判断力の向上につなげる授業
改善が図られている。
■ グループワークやたてわり活動，セッションや学年集会などで相手意識をもった協働的な
活動が行われている。
▼ 子どもの学びの姿（授業，読書，家庭学習等），自尊感情（自己有用感，自己肯定感
等），
人権意識をもった言動（思いやり，協調，規範意識と正しい判断に基づく行動等）の面に
おいて，子どもの主体性や社会性の育成を意識した取組に高めていきたい。

□ つけたい力を明確にした「言語活動」
□ 自律性と責任感の育成を目指した「協働活動」

子どもの主体性と社会性の育成に向けた
「言語活動」と「協働活動」

平成２７年度重点項目
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Ｑ１ ふだんの授業では，学級の友達との間で話し合う活動をよく
行っていると思いますか。（肯定的回答）

小６ 中３

思う
＋

どちらかと
いえば思う

どちらかと
いえば思う

思う
＋

どちらかと
いえば思う

思う

どちらかと
いえば思う

全国

話し合いの活動を実感（特に強く肯定）している割合が向上

⇒ 授業改善の効果。さらなる高みを。

思う

全国

［全国学力・学習状況調査のデータを活用］
○悉皆調査だった平成２１，２５，２６年度の質問紙調査を比較

児童生徒の意識
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Ｑ２ 自分にはよいところがあると思いますか。（肯定的割合）

小６ 中３

思う
＋

どちらかと
いえば思う

思う

どちらかと
いえば思う

思う
＋

どちらかと
いえば思う

思う

どちらかと
いえば思う

全国

強い肯定をさらに高めたい。

⇒ 自己有用感を高める取組が重要

全国
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［全国学力・学習状況調査のデータを活用］
○悉皆調査だった平成２１，２５，２６年度の質問紙調査を比較

児童生徒の意識
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大地＝社会，大人の
子どもへの関わり
・京都はぐくみ憲章
の意識化・態度化

葉や実＝社会に
生きる成長した姿

根や幹＝子どもを
育てる学校の取組

育みの共通イメージ⇒全市立学校・園の取組を核と
して市民ぐるみ・地域ぐるみで子どもを豊かに育みます。

【重点取組】
・つけたい力を明確
にした「言語活動」
・自律性と責任感の
育成を目指した「協
働活動」

【つけたい力】
・主体性
・社会性

【求める子どもの変容
の視点】
・学習意欲の向上
・自尊感情の高まり

９


